
　

　
こ
の
た
め
、
過
剰
な
急
性
期
病
床
を
、
不

足
す
る
回
復
期
病
床
へ
転
換
す
る
な
ど
、
病

床
機
能
・
病
床
数
の
適
正
化
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
の
偏
在

　
仙
台
医
療
圏
で
は
、
仙
台
市
内
に
医
療
機

関
が
集
中
し
て
お
り
、
病
院
の
競
合
に
よ
る

経
営
上
の
課
題
や
、
救
急
医
療
、
災
害
医
療

な
ど
に
お
け
る
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

◦
救
急
医
療
に
お
け
る
課
題

　
　
救
急
医
療
に
お
い
て
は
、
救
急
搬
送

の
受
け
入
れ
機
能
が
仙
台
市
内
に
集
中

し
て
い
る
た
め
、
仙
台
市
以
外
の
地
域

か
ら
も
仙
台
市
内
に
救
急
搬
送
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
名
取
市
以
南
で
は
半
数

以
上
、
黒
川
地
域（
富
谷
市
、
黒
川
郡
）

で
は
７
割
以
上
の
患
者
が
仙
台
市
内
に

搬
送
さ
れ
て
い
ま
す（
図
２
）。

　
　
ま
た
、
救
急
搬
送
時
間
に
つ
い
て
も
、

県
平
均
が
44・９
分
で
あ
る
の
に
対
し
、
名

取
市
消
防
本
部
は
52・７
分
、
あ
ぶ
く
ま
消

防
本
部（
岩
沼
市
、
亘
理
郡
）は
52
・
６
分
、

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
は

48・６
分
と
県
平
均
よ
り
も
長
く
な
っ
て
い

ま
す（
図
３
）。

◦
災
害
医
療
に
お
け
る
課
題

　
　
仙
台
医
療
圏
で
は
、災
害
拠
点
病
院（
災

害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
お
い
て
、
中
心

的
な
役
割
を
担
う
病
院
）が
仙
台
市
内
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
黒
川
地
域

は
災
害
拠
点
病
院
の
空
白
地
域
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
分
散
化
に
よ
る
リ
ス
ク
低
減

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
図
４
）。

　
課
題
解
決
に
向
け
て
、
仙
台
医
療
圏
全

体
で
、
広
域
的
な
視
点
で
各
病
院
の
在
り

方
を
見
据
え
、
仙
台
赤
十
字
病
院
と
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
て
名
取
市
に
、

東
北
労
災
病
院
と
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
を
合
築
し
て
富
谷
市
に
設
置
す
る
二

つ
の
枠
組
み
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
仙
台
赤
十
字
病
院
と
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
の
統
合
に
よ
る
新
病
院
は
、
仙
台
医

療
圏
南
部
に
お
け
る
急
性
期
医
療
を
担
う

中
核
的
な
病
院
と
し
て
、
必
要
な
機
能
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
北
労
災
病
院
と
県
立
精
神
医

療
セ
ン
タ
ー
の
合
築
に
よ
る
新
た
な
東
北

労
災
病
院
は
、
仙
台
医
療
圏
北
部
の
中
核

的
な
病
院
と
し
て
、
救
急
医
療
な
ど
の
機

能
を
重
点
的
に
強
化
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
県
内
唯
一
の
公
立
精
神
科
病
院

で
あ
り
、
通
年
夜
間
の
救
急
受
け
入
れ
に

対
応
す
る
唯
一
の
病
院
と
し
て
、
全
県
に

果
た
す
役
割
を
重
視
し
、
精
神
科
救
急
医

療
や
児
童
・
思
春
期
精
神
科
医
療
な
ど
の
機

能
の
ほ
か
、
新
た
な
東
北
労
災
病
院
と
の

連
携
に
よ
り
、
身
体
合
併
症
へ
の
対
応
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

2021年
病床数
(実績）

2025年
必要病床数

(推計)

2040年
必要病床数

(推計)

高度急性期病床

急性期病床
　2021年時点で2025年、
　2040年に必要な数より
　過剰
回復期病床
　2021年時点で2025年、
　2040年に必要な数より
　不足

慢性期病床
0

3000

6000

9000

12000

15000

2,0432,043 2,5052,505 2,9662,966

1,7981,798
1,8461,846

1,9511,951

7,3537,353

1,5161,516

4,9994,999
5,4455,445

3,8993,899 4,5074,507

仙台医療圏の病床数（床）図1

出典：宮城県地域医療構想、令和３年度病床機能報告

再
編
の
方
向
性

図2　 仙台医療圏の救急搬送受け入れ状況

42.7　仙台市

県平均

42.8　全国平均

43.1　塩釜地区

44.9　県平均

48.6　黒川地域

52.6　あぶくま

52.7　名取市

県平均 +約4分

県平均 +約8分

県平均 +約8分

図3　 各消防本部（局）の搬送時間（分）（令和3年）

仙南医療圏

仙台医療圏
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松島町

救急搬送のうち77%にあたる
2404件が仙台市内へ流入

救急搬送のうち56%にあたる
3657件が仙台市内へ流入

空白地域

体制拡充が
必要

体制拡充が
必要

東北労災病院

東北大学病院

仙台赤十字病院

仙台オープン病院

坂総合病院

東北医科薬科
大学病院

仙台市立病院

総合南東北病院

図4　 仙台医療圏の
　　　災害拠点病院

みやぎ県政だより 令和5年7月・8月号5

　

合築合築

統合統合

大衡村

仙台市

名取市

亘理町

山元町

岩沼市

大和町

富谷市

利府町

多賀城市 七ヶ浜町

塩竈市

松島町

大郷町

仙台医療圏

東北労災病院

病床数：548床
築年数：19年（主要病棟）
　　　 40年（管理棟）

病床数：389床
築年数：41年

仙台赤十字病院

病床数：383床
築年数：30年

県立がんセンター

病床数：258床
築年数：41年

県立精神医療センター

特 集 1

　
近
年
、
地
域
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
が
進
む
中
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源

で
適
切
な
医
療
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
か

つ
安
定
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
の
医
療
機
能
の
連
携
を
一
層
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
県
内
に
四
つ
あ
る
医
療
圏
の
う
ち
、
仙
台

市
を
中
心
に
６
市
７
町
１
村
で
構
成
す
る
仙

台
医
療
圏
は
、
仙
台
市
内
に
医
療
機
関
が

偏
在
し
て
お
り
、
救
急
医
療
や
災
害
医
療
な

ど
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　
県
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
よ
り

質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
、
仙
台
赤
十
字
病
院（
仙
台
市
太
白
区
）

と
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー（
名
取
市
）の
統
合
お

よ
び
東
北
労
災
病
院（
仙
台
市
青
葉
区
）と

県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー（
名
取
市
）の
合

築
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
県
は
、
令
和
元
年
に
県
立
病
院
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
会
議
を
開

催
し
、
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
高
齢
化
等
に
よ
り
増
加
す
る
合
併
症
へ

の
対
応
な
ど
治
療
が
高
度
化
す
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
、「
が
ん
を
総
合
的
に
診
療
で
き
る

機
能
を
有
す
る
病
院
」と
す
る
こ
と
や
、
他

の
医
療
機
関
と
の
連
携
・
統
合
に
つ
い
て
も

検
討
を
行
う
べ
き
な
ど
の
方
向
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
身
体
合
併
症（
精
神
疾
患
と
身
体
疾

患
を
併
せ
持
っ
た
状
態
）へ
対
応
す
る
た
め
、

一
般
病
院
と
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

な
ど
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
に
は
、
こ
の
報
告
書
の
内
容
を

踏
ま
え
、
県
内
の
地
域
医
療
体
制
の
課
題
解

決
に
向
け
て
、
仙
台
赤
十
字
病
院
、
東
北
労

災
病
院
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
県
立
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
の
四
つ
の
病
院
の
再
編
に
つ

い
て
、
関
係
者
と
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
は
、
施
設
の
老
朽
化

が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
は
築

41
年
で
あ
り
、
患
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
、
施

設
の
老
朽
化
や
個
室
不
足
等
の
施
設
の
構

造
的
な
問
題
の
解
決
と
し
て
、
建
て
替
え
が

急
務
で
す
。
建
て
替
え
に
際
し
て
は
、
一
般

病
院
と
の
連
携
強
化
や
、
全
県
か
ら
の
交

通
の
利
便
性
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

病
床
機
能
の
偏
在

　
仙
台
医
療
圏
で
は
、
２
０
４
０
年
ま
で
の

必
要
病
床
数
を
推
計
し
た
結
果
、
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
行
う
回
復

期
病
床
が
不
足
す
る
一
方
で
、
手
術
な
ど
を

必
要
と
す
る
方
が
入
院
す
る
急
性
期
病
床
が

過
剰
と
な
り
ま
す（
図
１
）。

仙
台
医
療
圏
の
病
院
再
編

持
続
可
能
な
医
療
の
提
供
に
向
け
て

こ
れ
ま
で
の
経
緯

仙
台
医
療
圏
の
現
状
と
課
題

～
病
院
再
編
の
必
要
性
～

施
設
の
老
朽
化
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地域医療を取り巻く状況

　わが国は人口減少の時代を迎えています。これ
は、宮城県も例外ではありません。
　人口が増え、経済も伸びていた昭和の時代は医
療もどんどん拡大していきましたが、経済が停滞
した平成の時代、人口減少が本格化してきた令和
の時代に至って、働き手の減少とともに、医療も
少しずつスリムになる必要があります。ただし、
だからといって、地域の医療に穴を開けていいは
ずがありません。ではどうすればよいのか。

働き手の減少からみた 
病床再編の必要性
　一概に入院が必要な患者さんといっても、全て
がすぐに手術などが必要な病気（急性期）とは限り
ません。リハビリが必要な方や、症状が慢性化し
て長期間の入院が必要な方もいらっしゃいます。
　急性期に対応するための医師や看護師などのス
タッフは、当然、多くの人数が必要になります。
一方、リハビリや、病状が慢性化している患者さ
んに対しては、それほど人数を割く必要がありま
せん。
　そして、仙台医療圏は、急性期病床が過剰であ
り、リハビリ（回復期病床）や慢性期の病床は不足
すると予測されています。
　急性期病床を集約し、そこで余裕が生じた働き
手を、回復期・慢性期の病床に振り分けることで、
今後加速する働き手の不足をある程度カバーでき
るでしょう。

病院再編のメリット

　今回の病院再編が、県民にとって大きな関心事
になっていますが、これもこの大きな動きの一部で
す。今回の再編で全てが解決するわけではありま
せんが、その端緒になるものと期待しています。
　今回の再編は、医療が拡大していた時代に仙台
市内に集中していた病院を、広域に分散するとい
う狙いもあります。病院間の過当競争を緩和する
ことで、市内の病院にもメリットがあると思いま
すし、何より、救急医療などの空白地帯を埋める
広域化は、住民はもちろんのこと、われわれ医療
関係者から見ても非常にメリットのあることだと
捉えています。
　また、再編の対象となる病院にとっても、建物
の老朽化が進んでいることを考えれば、仮に再編
とならなくても、いずれは建て替えが必要になり
ます。現地建て替えが難しければ移転するしかあ
りませんし、新天地での経営に活路を見いだすこ
とも理解できます。現地での経営に固執して、結
果的に病院が立ち行かなくなってしまえば、県民
にとってもマイナスでしかありません。この話
は、県の一方的な思いで進むものでなく、最終的
には各病院の経営判断になります。

県民への情報発信

　今回の病院再編については、全ての方が納得す
る結論に達するのは難しいと感じていますが、協
議の内容をできる限り情報公開して、丁寧に進め
ていくことが必要です。県民の皆さまも、将来的
な社会構造の変化を見据えた大局的な視点を持っ
て、協議の推移を見守ってほしいと思います。

INTERVIEW

東北大学大学院医学系研究科
藤森教授に
病院再編について伺いました
東北大学大学院医学系研究科・医療管理学分野 教授　
宮城県医療顧問・地域医療構想アドバイザー
藤森研司さん

みやぎ県政だより 令和5年7月・8月号7
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こ
の
病
院
再
編
に
よ
り
、
診
療
内
容
の
充

実
や
、
救
急
の
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
が
図

ら
れ
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
質
の
高
い
医
療
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
仙
台
医
療
圏
全
体
と

し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
医
療
提
供
体
制
の

構
築
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
県
は
今
年
２
月
に
、
各
病
院
の
設
置
者

で
あ
る
日
本
赤
十
字
社
お
よ
び
独
立
行
政

法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
と
、
新
病
院

の
整
備
の
方
向
性
に
係
る
協
議
事
項
に
つ
い

て
、
確
認
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
確
認
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
を

通
し
て
共
有
で
き
た
認
識
の
ほ
か
、
今
後
、

詳
細
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
協
議
事
項

を
確
認
し
ま
し
た
。
　

　
現
在
、
県
立
病
院
機
構
や
各
病
院
を
加

え
て
、
現
場
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
具
体

的
な
病
床
規
模
や
診
療
科
な
ど
、
確
認
書

に
掲
げ
た
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
お

り
、本
年
度
中
の
合
意
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
再
編
に
当
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
協
議
を
進
め
る

と
と
も
に
、
協
議
の
状
況
に
つ
い
て
、
県
民

の
皆
さ
ん
に
で
き
る
限
り
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

今
後
の
進
め
方

よく寄せられる質問

Ｑ3 協議の内容は
どうなっているの？

Ｑ２ 県立精神医療センターを
富谷市に移転するのはなぜ？Ｑ1 「統合」と「合築」は何が違うの？

　仙台赤十字病院と県立がんセン
ターの「統合」では、二つの病院が一つ
になります。運営主体は協議中です。
　東北労災病院と県立精神医療セン
ターの「合築」では、病院の建物を合築
または併設しますが、それぞれの病院
は継続し、運営主体も変わりません。

　これまでさまざまな候補地を検討し
てきましたが、現地建て替えを含めて
名取市周辺への移転が難しい状況でし
た。このため、富谷市からの候補地の提
案を踏まえ、東北労災病院との連携な
どを考えて、富谷市への移転を検討し
ています。
　また、県立精神医療センターの移転を
見据えて、仙台赤十字病院と県立がんセ

ンターの統合による新病院への精神科
外来機能の設置について、協議を進め
ています。

　協議の内容には、病院経営に関する
情報などが含まれており、全ての情報
を公開することはできませんが、できる
限りの情報提供を行っていきます。

新病院が担う機能

救急医療 救急医療の機能を強化し、仙台医療圏
北部の救急搬送時間の短縮に貢献　

がん医療 がん診療連携拠点病院（※１）として、
地域のがん医療充実に貢献

災害医療 黒川地区初の災害拠点病院として貢献

新興感染症
対応

新型コロナウイルスのような新しい感染
症に対応

主な機能 精神科救急医療、身体合併症対応、児童・思春期
精神科医療、地域包括ケアシステム、災害時の
精神科医療体制の確保、研修機能の充実

新たな東北労災病院

救急医療 救急医療の機能を強化し、仙台医療圏
南部の救急医療体制の強化に貢献

周産期医療 総合周産期母子医療センター（※２）の
機能を引き継ぎ、県の周産期医療に貢献

がん医療 がん診療連携拠点病院（※１）として、
東北大学と補完・連携を進める

災害医療 災害拠点病院として貢献

新興感染症
対応

新型コロナウイルスのような新しい感染
症に対応

仙台赤十字病院と県立がんセンターの統合による新たな病院

新たな県立精神医療センター

２病院の連携により身体
合併症への対応力が向上

※１ 全国どこでも質の高いがん医療を提供するため厚生労働大臣が地域ごとに指定した病院
※２ リスクの高い妊娠に対する医療や高度な新生児医療を提供する施設（現在、県内には東北大学病院と仙台赤十字病院の２カ所のみ）

仙台赤十字病院

県立がんセンター

東北労災病院

県立精神医療センター

新病院：合築

新病院：統合

※精神科病院は、法律により県による設置が義務
付けられています。
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